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宮
崎
県
南
西
部
か
ら
鹿
児
島
県
北
東
部

に
か
け
て
位
置
す
る
都
城
盆
地
は
、
東
に

鰐
塚
山
系
、
北
西
に
霧
島
連
山
に
囲
ま
れ
、

水
道
水
源
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
用
水

に
地
下
水
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
豊

か
な
地
下
水
は
、
農
業
・
工
業
用
水
に
も

利
用
さ
れ
て
い
て
、
２
０
１
５
年
に
は
農

業
算
出
額
全
国
第
３
位
（
都
城
市
）
を
誇

る
等
、
当
地
域
の
産
業
を
支
え
る
貴
重
な

循
環
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
農
業
由
来
の

窒
素
負
荷
に
よ
る
地
下
水
汚
染
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
の
と
こ
ろ
窒
素

濃
度
が
低
い
状
態
で
あ
る
水
道
水
源
の
深

井
戸
の
水
質
保
全
は
、
都
城
盆
地
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
な
課
題
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
緊
急
的
に
窒
素

負
荷
に
よ
る
地
下
水
汚
染
を
防
止
す
る
と

と
も
に
、
美
味
し
い
水
や
自
然
の
恵
み
を

大
切
に
守
り
、
共
に
利
用
し
て
い
く
こ
と

【課　題】	 地下水保全
【主　体】	 宮崎県、鹿児島県、盆地内２市
２町
【連絡先】	 �都城市 環境森林部 環境政策課
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都城盆地（宮崎県・鹿児島県）

盆地でつながるパートナーシップ
良質な地下水と地域の産業を守るために

都城農業高等学校の生徒と、良質な地下水で育てられた牛、豚、鶏
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が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

盆
地
全
体
で
取
組
を
推
進

　

良
質
な
地
下
水
を
将
来
に
わ
た
っ
て
保

全
し
て
い
く
た
め
、
１
９
９
５
年
よ
り
宮

崎
県
お
よ
び
鹿
児
島
県
内
の
市
町
（
２
市

１
町
）
に
お
い
て
、「
都
城
盆
地
地
下
水
保

全
対
策
連
絡
協
議
会
」
を
設
立
し
、
都
城

盆
地
に
お
け
る
地
下
水
の
量
的
お
よ
び
質

的
な
調
査
・
研
究
を
、
宮
崎
大
学
農
学
部

や
工
学
部
と
共
同
で
進
め
ま
し
た
。
そ
の

中
で
都
城
盆
地
の
井
戸
は
、
硝
酸
態
窒
素

濃
度
の
環
境
基
準
を
超
え
て
い
る
割
合
が

全
国
平
均
よ
り
高
い
こ
と
か
ら
、
緊
急
対

策
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
２
０
０
３
年
５
月
に
宮
崎

県
、
鹿
児
島
県
、
市
町
、
関
係
団
体
お
よ

び
有
識
者
な
ど
に
よ
る
「
都
城
盆
地
硝
酸

性
窒
素
対
策
推
進
連
絡
会
議
」
を
立
ち
上

げ
、
連
絡
会
議
の
総
意
を
得
て
「
都
城
盆

地
硝
酸
性
窒
素
削
減
対
策
基
本
計
画
」
を

２
０
０
４
年
６
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
計
画
は
、
地
下
水
の
硝
酸
性

窒
素
対
策
の
効
果
が
現
れ
る
ま
で
に
長
い

期
間
が
必
要
な
た
め
、
計
画
期
間
を
17
年

間
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
下
水
の
改
善

状
況
を
定
期
的
に
評
価
し
、
必
要
に
応
じ

て
追
加
対
策
を
講
じ
る
た
め
に
、
期
間
全

体
を
３
段
階
に
分
け
て
、
現
在
、
最
終
段

階
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
０
４
年
８
月
に
は
関
係
団

体
、事
業
者
、お
よ
び
市
民
を
交
え
た
「
都

城
盆
地
硝
酸
性
窒
素
削
減
対
策
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
て
、
効
果
的
な
地
下
水
保
全

対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

地
下
水
の
量
的
保
全
対
策
で
は
、
都
城

市
内
６
箇
所
の
観
測
井
戸
で
の
地
下
水
位

の
常
時
監
視
と
、
地
下
水
位
低
下
を
防
ぐ

た
め
に
大
型
井
戸
設
置
者
な
ど
へ
の
節
水

に
対
す
る
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
下
水
の
質
的
保
全
対
策
で
は
、
都
城

盆
地
内
に
あ
る
約
７
０
０
本
の
井
戸
を

対
象
に
、
硝
酸
態
窒
素
濃
度
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
の
開
始
か
ら
20
年

以
上
が
経
ち
、
硝
酸
態
窒
素
濃
度
お
よ
び

環
境
基
準
値
を
超
過
す
る
井
戸
の
割
合

は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

井
戸
所
有
者
の
地
下
水
に
対
す
る
意
識
の

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

良
質
な
地
下
水
を
守
る
た
め
に

　

都
城
盆
地
の
土
壌
に
供
給
さ
れ
る
窒
素

供
給
量
の
削
減
の
た
め
に
「
資
源
循
環
型

畜
産
」
お
よ
び
「
環
境
保
全
型
農
業
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
資
源
循
環
型
畜
産
」
の
取
組
に
つ
い
て

は
、
良
質
な
堆
肥
の
生
産
や
課
題
で
あ
る

家
畜
ふ
ん
の
処
理
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
を
進
め
る
た
め
に
、
地
元
事
業

者
に
よ
っ
て
循
環
型
の
発
電
ボ
イ
ラ
ー
施

設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
年
間
約
19
万
ト

ン
の
家
畜
排
せ
つ
物
を
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
硝
酸
態
窒
素

負
荷
の
大
幅
な
低
減
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
「
環
境
保
全
型
農
業
」
の
取
組
で
、
化
学

肥
料
の
使
用
量
を
一
体
的
に
低
減
す
る
環

境
に
や
さ
し
い
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産

方
式
の
普
及
を
後
押
し
す
る
た
め
、
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
数
の
増
員
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

協議会

盆地内２市２町
・調査、研究、活動支援

関係団体
・計画の理解及び協力

宮崎県
鹿児島県
国土交通省

・総合的な施策の推進
・進行管理、調整

事業者
住民

・計画の理解及び協力
・対策の実施

施
策
決
定
　
情
報
共
有

第
１
ス
テ
ッ
プ

2004
年度

評価
見直し

評価
見直し

評価・
検討

第
２
ス
テ
ッ
プ

2011
年度

最
終
ス
テ
ッ
プ

2016
年度

2020
年度

●❶●❸ ●❷

き
れ
い
な
水
の
恵
み
を

次
世
代
に

❶仁徳天皇の妃となった「髪長姫」が使ったという湧水都城市早水公園の湧
水　❷地下水の監視を行っている地下水位観測井
❸牛、豚、鶏のいずれの排せつ物も燃料にできる畜ふん発電ボイラー

都城盆地硝酸性窒素削減対策協議会の構成と役割分担
基本計画の計画期間と
３段階の実行計画期間
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家
畜
排
せ
つ
物
を

適
切
に
管
理

「鍵」
その1

　

２
０
０
４
年
に
施
行
さ
れ
た
「
家
畜
排

せ
つ
物
の
管
理
の
適
正
化
及
び
利
用
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
に
と
も
な
い
、
野
積

み
や
素
掘
り
で
の
排
せ
つ
物
の
解
消
に
向

け
て
、
国
・
県
・
市
町
等
の
補
助
事
業
を

活
用
し
な
が
ら
、
大
規
模
畜
産
農
家
を
中

心
に
堆
肥
舎
や
浄
化
処
理
施
設
の
整
備
を

進
め
ま
し
た
。
併
せ
て
、
市
職
員
に
よ
る

定
期
的
な
農
家
巡
回
指
導
も
行
い
ま
し
た
。

　

取
組
の
当
初
は
、
永
続
的
な
野
積
み
や

素
掘
り
の
排
せ
つ
物
が
散
見
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。

家
畜
の
糞
を
資
源
循
環

「鍵」
その2

　

牛
、
豚
、
鶏
の
い
ず
れ
の
排
せ
つ
物
も

燃
料
に
で
き
る
畜
ふ
ん
発
電
ボ
イ
ラ
ー
を
、

国
の
補
助
金
を
利
用
し
て
地
元
事
業
者
が

開
発
し
ま
し
た
。
こ
の
発
電
ボ
イ
ラ
ー
を

用
い
て
、
畜
産
農
家
か
ら
提
供
さ
れ
る
畜

ふ
ん
を
ボ
イ
ラ
ー
で
燃
焼
し
ま
す
。
蒸
気

で
発
電
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
発
電
し
、
肥

料
・
飼
料
工
場
の
電
気
と
し
て
活
用
す
る

循
環
型
の
畜
ふ
ん
処
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
窒
素
負
荷
の
軽
減
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。

　

１
号
機
（
鶏
ふ
ん
発
電
ボ
イ
ラ
ー
）、
２

号
機
（
畜
ふ
ん
発
電
ボ
イ
ラ
ー
）
の
働
き

に
よ
り
、
発
生
し
た
蒸
気
と
発
電
し
た
電

気
が
生
ま
れ
て
工
場
の
蒸
気
（
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
）
と
電
力
の
約
90
％
を
賄
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

畜
産
農
家
に
と
っ
て
、
家
畜
の
ふ
ん
の

処
理
が
不
要
と
な
る
こ
と
で
、
生
産
性
の

向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鶏
ふ
ん
発
電
ボ
イ
ラ
ー
お
よ
び

畜
ふ
ん
発
電
ボ
イ
ラ
ー
の
電
気
・
蒸
気
の

利
用
に
よ
り
肥
料
な
ど
の
製
造
コ
ス
ト
の

低
減
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
工
場
か
ら
発
生
す
る
臭
気
を

燃
焼
脱
臭
す
る
脱
臭
設
備
と
し
て
も
利
用

し
て
い
ま
す
。
家
畜
ふ
ん
の
野
積
み
を
解

消
す
る
こ
と
で
悪
臭
公
害
や
害
虫
の
発
生

防
止
、
地
下
水
汚
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
鶏
ふ
ん
を
燃
焼
さ
せ
る
と
、

約
10
％
の
灰
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
灰
に

は
、
肥
料
の
成
分
で
あ
る
リ
ン
酸
、
カ
リ

ウ
ム
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
肥
料
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

エ
コ
な
農
家
を
増
や
す

「鍵」
その3

　

１
９
９
９
年
に
施
行
さ
れ
た
「
持
続
性

の
高
い
農
業
生
産
方
式
の
導
入
の
促
進
に

関
す
る
法
律
（
持
続
農
業
法
）」
第
４
条
に

基
づ
き
、
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
生
産
方

式
に
取
り
組
む
農
家「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
」

の
認
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
数
を
増
や
す
た

め
、
農
家
と
つ
な
が
り
が
深
い
Ｊ
Ａ
等
の

関
係
団
体
と
協
働
し
て
、
各
種
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
講
習
会
お
よ
び
巡
回
指
導
な
ど
、
き

め
細
か
い
助
言
・
技
術
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
取
組
に
よ
り
、
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
の
認
定
数
が
、
当
初
か
ら
比
べ
て
最

大
約
１
１
０
名
増
加
し
ま
し
た
。

流域マネジメント、ここが「鍵」
❹補助金事業を利用して整備し
た堆肥舎（都城市）　❺発電ボイ
ラーから発生した蒸気を用いて
発電する発電タービン　❻肥料
として利用される鶏ふん燃焼灰
（造粒品）

家畜ふん

飼料・肥料原料
として利用

ボイラー燃料
として利用

燃焼灰・中和灰

動
植物

残渣 農畜産物

畜産農家
耕種農家

小売店

地元
事業者

肥料・レンダリング
工場

電気
蒸気

蓄ふん発電ボイラー

畜ふんを介した農家、事業者、小売店の循環型畜ふん処理のフロー

●❹

●❺

❼霧島（吉之元）の雄大な景観　❽子ども
たちによる都城牛の授乳

●❼

●❽

●❻
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都城市環境政策課 課長

藤
ふ じ

原
わ ら

 稔
みのる

さん

 略歴 　1995 年より宮崎大学と共同研究に参画し、
協議会の組織化、環境省のマニュアルづくりに関
わる。

［地下水を見守る２人］

元 宮崎大学農学部植物生産環境科学科准教授

豊
と よ

満
み つ

 幸
ゆ き

雄
お

さん

 略歴 　協議会設立時から 20 年以上にわたり、地
下水の硝酸態窒素濃度調査を実施し取組を支えて
きた。

Key�
Person

Key�
Person

井
戸
の
水
質
が
改
善
傾
向

　

こ
れ
ま
で
の
継
続
的
な
家
畜
排
せ

つ
物
対
策
、
施
肥
対
策
等
を
進
め
た

こ
と
に
よ
り
、
硝
酸
態
窒
素
濃
度
の

環
境
基
準
値
を
超
え
て
い
る
割
合

に
つ
い
て
は
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
ピ
ー
ク
時
の
２
０
０
０
年
2
月

の
14
・
６
％
か
ら
２
０
１
9
年
2

月
時
点
で
４
・
1
％
と
な
っ
て
お
り
、

２
０
１
7
年
度
全
国
平
均
値
2
・

8
％
を
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
経
年

変
化
を
見
る
と
大
き
く
改
善
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
硝
酸
態
窒
素
濃
度
を
継
続

し
て
測
定
し
て
い
き
ま
す
。

活動の�
成　果
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都城盆地における硝酸態窒素濃度の基準値超過割合の推移

水質調査に利用している住民所有の手押
し井戸

地下水保全の取組のポイントは？
きれいな水の恵みを次世代に継承するため
に、宮崎大学との共同研究に基づく科学的
検証により効果的な対策を実施したこと
が、都城盆地の地下水保全の歴史です。豊
満先生をはじめ、多くの研究者の精力的な
調査が、環境省の水質汚染対策マニュアル
に活用され、現在の取組に至っています。
そして、農業由来の可能性を示唆した説明
責任により飲用者への公衆衛生対策が進
み、持続性の高い農業への転換にもつなが

るなど、市民が対策の主役です。

今後に向けて一言
まったく未知の状態から着手した地下水の
調査も 20 年余りの時を経て、改善され、
上水道の安全性を示す新しい知見も得ら
れ、対策が正しかったことが証明されてい
ます。地域の循環資源の宝とも言える『盆
地の地下水』。これからも住民と一緒に守
り続けていきます！
� （藤原さん）

地下水調査で苦労されたことは？
調査初期の頃、測定機器のメンテナンス等、
硝酸態窒素濃度の測定体制を確立するのに
苦労したことが思い出です。1995 年の調
査開始当初、硝酸態窒素濃度値は横ばい状
態が続きましたが、2010 年頃からやや改
善傾向が見られ、調査を継続することで硝
酸態窒素削減につながったのではないかと
考えています。基準超過率が全国レベルま
で改善されたとはいえ、基準値を超過して
いる井戸が未だに存在していますので、今

後もモニタリング調査が必要です。

今後の取組のポイントは？
協議会のこれまでの住民への啓蒙活動によ
り、硝酸態窒素濃度への関心は高まってい
ると思います。しかし、アンケート調査結
果によると硝酸態窒素は煮沸すれば大丈夫
と間違って思っている方もいるようですの
で、これからも啓発活動を続けていただき
たいと思います。
� （豊満さん）


